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企業の中長期的な生産性向上～更なる好循環の促進に向けて～

○生産性向上に向けて必要な変革
• 新陳代謝、事業の選択と集中
• 収益性向上を重視する企業風土（カルチャー）への変革
• 労働市場の活性化

○生産性向上に必要なツール

 民間資金活用のための環境整備 （4月16日・合同会議において提案）
エクイティ（出資）、メザニン・ファイナンス、中長期の民間融資の供給促進

①グローバル・大企業等：（今回提案）
グローバルな競争環境の下で、株主価値の向上と、企業の高成長の
好循環を実現していく必要

 ← コーポレート・ガバナンスの強化等

②ローカル・中小企業等：（今回提案）
地域の雇用と賃金の安定確保に向け、企業の生産性・収益性の向上が必要

← 地域金融機関等による、事業性を評価する融資等の促進

賃金上昇・雇用機会拡大及び投資リターンの増進をもたらす経済の好循環の実
現のためには、資本コストを上回るROE等の達成などを通じた、企業の中長期的
な生産性の向上が不可欠。



経済の好循環の促進（賃金上昇・雇用機会拡大、投資リターンの増進等）

企業の中長期的な
生産性向上

（資本コストを上回る
ROE等の達成など）

・新陳代謝・事業の選択と集中

・収益性向上を重視する企業風土
（カルチャー）への変革
・労働市場の活性化

企業の中長期的な生産性向上～更なる好循環の促進に向けて～

グローバルな競争環境の下で、

コーポレートガバナンスの強化等により、
株主価値の向上と企業の高成長の

好循環を実現する必要

グローバル・大企業等の課題

地域経済圏における、
地域金融機関等による事業性を
評価する融資の促進等を通じた、

企業の生産性・収益性の向上が必要

ローカル・中小企業等の課題
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（出所）Bloomberg、グラフは2014年3⽉末の東証1部上場企業をプロット
（注）製造業・⼤企業中⼼のグローバルな完全競争が⾏われる世界とは切り離された、⾮製造業・中堅企業が中⼼のローカル経済圏をベースとした企業グループ

株主価値向上・企業高成長の好循環
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コーポレートガバナンスの強化

コア事業の選別・強化

国内外からの
⻑期資⾦の流⼊

○ 投資家から必ずしも評価されていない
グローバル企業群

○ 経営が必ずしも持続可能でない
ローカル企業群

○ 投資家から必ずしも評価されていない
グローバル企業群

○ 経営が必ずしも持続可能でない
ローカル企業群

グローバルに競争する
⾼成⻑・⾼ROEの優良企業群
グローバルに競争する
⾼成⻑・⾼ROEの優良企業群

ローカル経済圏において
持続可能な企業群（注）

ローカル経済圏において
持続可能な企業群（注）

地域⾦融機関の役割

リスクマネーの供給

ノンコア事業の切り離し
コア事業化
収益構造強化
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グローバル企業の生産性・収益性向上

 エクイティの供給促進

・ 中長期・大規模資金の供給

 メザニン・ファイナンスの供給

促進

 インフラファイナンス等の中長

期資金の供給促進

ＪＢＩＣによる「新海外展開支援

ファシリティ」の活用

・ 支援対象の重点化

・ 新手法（劣後ローン、ＬＢＯファイ

ナンス）の導入

効果的な資金供給

「日本版スチュワードシッ

プ・コード」の普及促進

独立社外取締役の普

及促進

「ＲＯＥ等に着目したベ

ンチマーク」（JPX日経

400等）の機関投資家

による採用促進

等

コーポレート・ガ
バナンスの強化

グローバル企業については、大胆な事業の選択と集中や海外展開等を促進することで、
グローバル・スタンダードの生産性・収益性水準の達成が必要

生産性・効率性の向上

グローバルな評価基準
（ ROE等）に基づく収益力
の強化

迅速かつ大胆な意思決定

事業の選択と集中
・コア事業の選別・強化
・ノンコア事業の切離し

中長期的な収益性向上
を重視する企業カル
チャーへの変革

海外展開の促進
・海外企業のM&A等

資
金
の
出
し
手
に
よ
る
事
業
性

を
踏
ま
え
た
支
援
の
強
化

グローバル・大企業等
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地域における企業（ローカル企業群）の活性化

私的整理の在り方の見直しと活用

経営者保証ガイドラインの活用

地域経済活性化支援機構の活用

・・・保証付債権等の買取り・整理機能

の追加

事業承継支援措置

退出企業の従業員に対するセーフ

ティーネットの整備

エクイティの供給促進

－非上場株式取引制度の整備・

地域企業による活用

－地域経済活性化支援機構

（REVIC）の活用

・・・地域活性化・事業再生ファンドへ

の出資機能の強化

民間金融機関の目利き・経営支

援を促す信用保証の見直し

効果的な資金供給

事業性を評価した融資の促進

地域の活性化や生産性向上

に繋がる融資の促進

中小企業の経営改善・体質

強化の支援

金融機関の融資に
おける事業性の評価
や生産性向上の重視

新陳代謝の促進と
セーフティーネット

地域経済活性化支援機構、

地域金融機関等が連携し

た専門人材の供給

専門人材の
ネットワーク

 経営改善
 生産性・効率性の向上
 新陳代謝の促進

地域における人口の減少・高齢化等が継続する中で、地域の雇用と賃金の安定を
確保するためには、新陳代謝の促進等を通じた企業の生産性・収益性の向上が不可欠

 創業・新規事業開拓

 事業転換・Ｍ＆Ａ・
事業承継

 経営改善（ビジネス
マッチング、技術開発等）

 清算・廃業等

 抜本的な事業再生

ローカル・中小企業等
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